
　

Saburo K
IM

U
RA

, « D
iderot regarde Poussin », Research in A

rts, College of A
rts, N

ihon U
niversity, 2016, N

o 63. L ’auteur a essayé d ’analyser com
m

ent 
D

enis D
iderot a regardé les tableaux de N

icolas Poussin. C ’est parce qu ’il a plusieurs fois cité Poussin sublim
e dans ses Salons. D

’abord, l ’auteur a bien 
indiqué les tableaux de Poussin que D

iderot a pu voir à Paris com
m

e la M
ort de la V

ierge et le M
iracle de saint François-X

avier dans les églises de Paris. 
D

iderot, grand savant de l ’histoire de l ’art au 17
e siècle en France

（PRO
U

ST
, 1960 ; LO

JK
IN

E, 2013

）, se prom
enait aussi dans la Galerie du Luxem

bourg 
ouverte en 1750 où étaient exposés les tableaux de Poussin. L ’auteur a choisi deux tableaux de Poussin que D

iderot a cités dans ses Salons, 
L

’évanouissem
ent d ’Esther

（1761, fig.1

）et Les bergers d ’A
rcadie

（1767, fig. 6a,b

）.  L ’historique de chaque tableau

（CA
ST

ELLU
CCIO

, 2008 ; RO
SEN

BERG, 
2015

）, à partir de la date d ’exécution nous perm
et de com

prendre com
m

ent D
iderot les a regardés et étudiés. Pour le prem

ier, il a sûrem
ent vu l ’original, 

m
ais pour le dernier, il a consulté seulem

ent la gravure reproduite par Picart 

（fig.7

）. Les gravures qu ’il gardait dans ses portefeuillets étaient très 
im

portantes pour D
iderot. La com

paraison entre les tableaux contem
porains et exposés qu ’il a vus de ses yeux aux Salons et les gravures de reproduction 

des anciens m
aîtres avec le m

êm
e sujet lui a perm

is de com
prendre précisém

ent la peinture. C ’est ainsi que ses descriptions de tableaux qu ’il a vus de ses 
yeux sont souvent fécondes et parlantes. V

oici la m
éthode pratique et essentiel de ce critique d ’art.

K
ey W

ords : Poussin, D
iderot, Restout, Picart,Bode, Poilly, Pesne,salon de 1761, salon de 1763, gravure de reproduction, château de V

ersailles, Gallerie de 
Luxem

bourg, Bergers d ’A
rcadie, Evanouissem

ent d ’Esther, A
ssuérus, Paysage au serpent.

プ
ッ
サ
ン
を
見
る
デ
ィ
ド
ロ
・
・
・
複
製
版
画
か
ら
サ
ロ
ン
評
を
読
む

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　

フ
ラ
ン
ス
の
十
八
世
紀
に
お
い
て
、
美
術
批
評
に
多
大
な
業
績
を
残
し
た
ド
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
の

サ
ロ
ン
評
に
は
、
崇
高
なsublim

e

1

と
い
う
形
容
詞
を
つ
け
て
プ
ッ
サ
ン
を
論
じ
る
箇
所
が
あ

り
、
こ
の
事
実
は
、
プ
ッ
サ
ン
研
究
に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た

2

。
本
稿
で
は
、

デ
ィ
ド
ロ
が
、
そ
の
よ
う
に
、
特
権
的
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
て
い
た
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
、
ど

の
よ
う
な
歴
史
的
な
環
境
の
中
で
見
た
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
眺
め
、
批
評
と
し

て
書
き
残
し
た
の
か
、
と
い
う
論
点
に
し
ぼ
っ
て
検
証
を
試
み
た
い
と
思
う
。

要
　
　
　
旨

木
　
村
　
三
　
郎

（11）プッサンを見るディドロ・・・複製版画からサロン評を読む



一
、　

デ
ィ
ド
ロ
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品

　　

こ
こ
で
、
デ
ィ
ド
ロ
が
活
き
た
時
代
に
、
十
七
世
紀
の
画
家
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
を
、
パ
リ
と
そ

の
周
辺
の
ど
の
場
所
で
、
鑑
賞
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
事
実
関
係

を
、
先
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

パ
リ
の
中
に
あ
っ
た
聖
堂
内
部
に
、わ
ず
か
な
数
の
プ
ッ
サ
ン
の
宗
教
画
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
、イ
エ
ズ
ス
会
修
練
院
の
主
祭
壇
に
あ
っ
た《
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
奇
跡
》（
現

在
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵
）、
そ
し
て
、
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
大
聖
堂
に
あ
っ
た
《
聖
母
の
死
》（
現

在
、
ス
テ
ー
レ
ベ
ッ
ク
、
サ
ン
・
パ
ン
ク
ラ
ス
聖
堂
蔵
）
が
そ
れ
ら
で
あ
る

3

。

　

一
方
で
、本
論
の
後
段
で
触
れ
る
ス
リ
ジ
エ
の
よ
う
な
富
裕
な
商
人
、あ
る
い
は
、《
フ
ァ
レ
リ
ー

の
教
師
》
を
所
蔵
し
て
い
た
ペ
ン
テ
ィ
エ
ヴ
ル
公
爵
（
十
七
世
紀
で
は
、
ラ
・
ヴ
リ
リ
エ
ー
ル
侯

爵
）4

、
そ
し
て
、
オ
ル
レ
ア
ン
公
爵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

5

に
入
っ
て
い
た
作
品
群
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ま
と
ま
っ
た
作
品
群
と
し
て
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
あ
っ
た
国
王
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
内
容
を
十
八
世
紀
初
頭
以
降
の
資
料
に
基
づ
い
て
た
ど
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
名
誉
館
長
の
Ｐ
・
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
は
、
昨
年
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
所
蔵
の

プ
ッ
サ
ン
の
絵
画
作
品
四
〇
点
に
つ
い
て
の
、
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
（RO

SEN
BERG, 2015

）

を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
、
個
々
の
作
品
の
来
歴
論
を
軸
に
し
た
該
博
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
研

究
書
で
あ
る
。
本
稿
で
論
じ
る
作
品
の
来
歴
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
を
紹
介
す
る
場
合
が
多

い
。
こ
こ
で
は
、
詳
細
な
そ
の
一
次
資
料
群
の
中
か
ら
、
論
者
も
確
認
し
得
た
、
多
数
の
プ
ッ
サ

ン
作
品
を
記
述
し
た
二
点
の
み
を
先
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
一
七
〇
九
～
一
〇
年

　

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
群
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
録
を
バ

イ
イ
が
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
現
在
で
は
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
不
確
か
な
も
の

も
含
め
て
、《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い
た
ち
》
を
は
じ
め
、
三
四
点
の
プ
ッ
サ
ン
の
絵
画
が
認

め
ら
れ
る

6

。

　
一
七
五
〇
年
十
月
十
五
日

　

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
殿
に
、フ
ラ
ン
ス
初
の
公
開
型
の
王
立
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
誕
生
す
る
。

そ
の
中
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
が
認
め
ら
れ
る

7

。 

十
七
世
紀
に
描
か
れ
た
作

品
に
つ
い
て
の
刊
行
さ
れ
た
目
録
が
あ
っ
た
。
常
設
の
展
示
と
し
て
の
社
会
的
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
と
い
え
る
。
デ
ィ
ド
ロ
に
と
っ
て
は
、「
崇
高
な
プ
ッ
サ
ン
」
と
形
容
し
た
画
家
の
作
品
も

つ
ぶ
さ
に
見
る
機
会
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
事
情
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、

次
に
、
デ
ィ
ド
ロ
が
サ
ロ
ン
評
で
引
用
し
た
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
二
点
に
つ
い
て
具
体
的
な
分
析
を

行
い
た
い
と
思
う
。

　
　二

、
プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ハ
シ
ュ
エ
ロ
ス
王
の
前
の
エ
ス
テ
ル
》（
図
１
）
を
見
る
デ
ィ
ド
ロ

　

プ
ッ
サ
ン
に
、
旧
約
聖
書
の
「
エ
ス
テ
ル
記
」（
五
・
二
）
に
書
か
れ
て
い
る
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
娘

エ
ス
テ
ル
が
、
い
か
に
し
て
敵
対
す
る
ペ
ル
シ
ャ
王
の
王
妃
と
な
り
、
同
胞
の
虐
殺
を
阻
止
し
た

か
を
記
し
た
話
を
描
い
た
作
品

8

が
あ
る
。
現
在
、エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
が
収
蔵
し
て
い
る
、

《
ア
ハ
シ
ュ
エ
ロ
ス
王
の
前
の
エ
ス
テ
ル
》
で
あ
る

9

。
着
飾
っ
た
姿
で
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
王
の
部
屋
に
入
っ
た
王
妃
に
対
し
、
右
手
の
玉
座
に
座
り
赤
と
白
の
着
衣
の
王

が
、
満
悦
の
気
持
ち
で
左
手
に
金
の
笏
を
持
ち
、
右
手
を
悠
然
と
差
し
伸
べ
て
い
る
。
王
の
こ
の

身
振
り
は
、
エ
ス
テ
ル
が
、
殺
戮
を
や
め
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
聞
き
入
れ
た
こ
と
を
表
し
た

情
念
表
現
で
あ
る
。
プ
ッ
サ
ン
は
、
黄
色
い
着
衣
の
エ
ス
テ
ル
が
安
堵
か
ら
気
絶
し
、
青
い
衣
も

来
た
女
性
た
ち
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
き
だ
し
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
に
つ
い
て
の
制
作
の
依
頼
主
は
現
在
の
研
究
で
は
不
明
で
あ
る
。
ベ
ロ
ー
リ
、
フ
ェ

リ
ビ
ア
ン
と
い
う
プ
ッ
サ
ン
の
伝
記
作
家
に
も
記
述
が
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
制
作
後
の
来

歴
は
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
要
約
し
、
主
要
な
事
実
を
紹
介
し
た
い
。

　

１ 

来
歴
①
・
・
一
六
五
五
～
一
七
一
七

一
六
五
五
年
頃

　

ロ
ー
マ
の
地
で
プ
ッ
サ
ン
が
制
作

10

。
そ
の
後
、
パ
リ
に
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
六
六
五
年

　

ベ
ル
ニ
ー
ニ
が
、
パ
リ
を
訪
問
し
た
折
の
八
月
十
日
に
、
リ
ヨ
ン
の
商
人
ス
リ
ジ
エSerisier

の
家
で
見
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

11

。
ベ
ル
ニ
ー
ニ
が
、
パ
リ
を
訪
問
し
た
際
の
滞
在
記
録
を

書
い
た
シ
ャ
ン
ト
ル
ー
が
以
下
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

　
「《
エ
ス
テ
ル
王
女
》（
の
作
品
を
見
る
と
）、
氏
は
先
ず
、『
こ
れ
は
プ
ッ
サ
ン
氏
の
作
品
で
す

と
言
っ
た
（
・
・
・
）
こ
れ
は
、
ラ
ッ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
風
に
描
か
れ
た
美
し
い
絵
画
だ
』
と
述
べ
、
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何
も
言
わ
ず
に
、
長
い
間
、
凝
視
し
て
い
た
」

12

。

一
六
八
〇
年

　

Ｆ
・
ド
・
ポ
ワ
イ
一
世
が
複
製
版
画
を
制
作
（
図
２
）13

。

一
七
〇
〇
年
以
前

　
Ｊ
・
ペ
ヌ
が
複
製
版
画
を
制
作
（
図
３
）。
こ
の
版
画
に
つ
い
て
は
、
出
版
業
者
等
が
異
な
る
、

三
点
の
ス
テ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
が
認
知
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ド
ロ
の
周
辺
に
、
こ
の
中
の
一
点
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

目
録
執
筆
者
ロ
ベ
ー
ル=

デ
ュ
メ
ニ
ル
に
よ
る
と
、
版
画
家
ペ
ヌ
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
絵
画
に

関
し
て
は
、
二
六
点
の
複
製
版
画
を
制
作
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
々
の
版
画
に
も
、
何
点
か
の
異

な
っ
た
ス
テ
ー
ト
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、総
計
は
相
当
数
の
作
例
数
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、
こ
の
版
画
家
の
複
製
版
画
は
、
デ
ィ
ド
ロ
の
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
へ
の
理
解
に
は
、

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

14

。

　
一
七
一
七
年

　

イ
ギ
リ
ス
画
家
が
、
摂
政
オ
ル
レ
ア
ン
公
フ
ィ
リ
ッ
プ Philippe d'O

rléan, le Régent 

の

も
と
で
見
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

15

。

一
七
六
〇
年
十
一
月
二
八
日

　

デ
ィ
ド
ロ
が
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
当
て
た
書
簡
の
中
に
、
プ
ッ
サ
ン
の
こ
の
作
品
の
複
製
版
画

に
言
及
し
て
い
る

16

。

　

２ 

来
歴
②
・
・
・
一
七
六
一
～
一
七
六
三

一
七
六
一
年

　

開
催
さ
れ
た
サ
ロ
ン
の
展
示
作
品
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ド
ロ
が
批
評
を
書
き
、
こ
の
作
品
を
引
用

す
る
。
デ
ィ
ド
ロ
が
、こ
の
作
品
を
認
知
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、そ
の
際
に
、

ど
こ
の
場
所
で
見
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
そ
の
批
評
自
体
を
引
用
し
て
見
よ
う
。

そ
れ
は
、
絵
画
に
お
け
る
色
彩
と
作
家
の
文
体
と
の
比
較
論
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
絵
画
の
中
の
色
彩
と
は
、
文
学
作
品
に
お
け
る
文
体
で
あ
る
。
思
索
す
る
作
家
が
い
る
と
す

る
と
、構
想
す
る
画
家
が
い
る
。
素
材
を
組
み
立
て
て
作
品
を
執
筆
す
る
作
家
が
い
る
と
す
れ
ば
、

絵
画
の
主
題
内
容
を
造
形
的
に
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
画
家
が
い
る
。
正
確
で
適
切
に
表
現
で

き
る
作
家
も
い
れ
ば
、
自
然
の
す
が
た
を
熟
知
し
て
い
て
、
素
描
に
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
画

家
が
い
る
。
い
つ
の
時
代
で
も
、
文
体
と
色
彩
と
は
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
で
あ
り
、
成
功
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
不
滅
の
文
学
作
品
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
文
体
が
作
り
出
す
。
同
時
代

の
人
々
と
、
来
た
る
べ
き
未
来
の
人
々
を
魅
了
す
る
も
の
は
、
文
体
の
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
絵

画
作
品
の
持
つ
色
彩
の
効
果
は
、
そ
れ
を
見
た
あ
と
ま
で
長
く
持
続
す
る
も
の
で
は
な
い
。
偉
大

な
画
家
へ
の
評
価
が
、
同
時
代
だ
け
で
な
く
、
後
の
世
の
人
々
に
も
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
、
複
製
版
画
の
出
来
映
え
次
第
な
の
で
あ
る
。
複
製
版
画
で
は
、
色
彩
を
再
現
で
き

な
い
こ
と
は
無
論
で
あ
る
。
版
画
が
、
原
画
に
認
め
ら
れ
る
欠
陥
を
消
し
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
れ
ば
、新
た
に
欠
陥
を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。た
と
え
ば
、絵
画
の
場
合
、彫
像
の
モ
チ
ー

フ
と
描
か
れ
て
い
る
生
身
の
人
間
の
モ
チ
ー
フ
を
混
同
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
画
布

の
上
で
は
、
曖
昧
な
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
複
製
の
銅
版
画
に
な
る
と
、
そ
う
は

い
か
な
い
。
一
例
と
し
て
、プ
ッ
サ
ン
の
描
い
た
《
ア
ハ
シ
ュ
エ
ロ
ス
王
の
前
の
エ
ス
テ
ル
》
と
、

ポ
ワ
イ
が
版
刻
し
た
そ
の
複
製
版
画
と
を
見
比
べ
れ
ば
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。」17

　

こ
こ
に
書
か
れ
た
内
容
か
ら
は
、
デ
ィ
ド
ロ
が
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
（
図
１
）
を
自
分
の
目
で

確
か
に
見
て
い
る
こ
と
、
一
方
で
、
ド
・
ポ
ワ
イ
の
複
製
版
画
（
図
２
）
を
手
元
に
置
き
、
そ
の

比
較
を
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
プ
ッ
サ
ン
の
原
画
の
持
つ
色
彩
の

輝
き
が
、
い
か
に
伝
わ
り
難
い
の
か
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
色
彩
の
効
果
の
本
質
は
、
絵

画
の
前
に
立
っ
て
い
る
時
に
だ
け
理
解
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
七
六
三
年

　

こ
の
年
の
サ
ロ
ン
に
、
プ
ッ
サ
ン
の
そ
の
作
品
と
同
主
題
の
《
ア
ハ
シ
ュ
エ
ロ
ス
王
》（
図
４
）

を
描
い
た
レ
ス
ト
ゥ
（J.Restout

）
の
作
品

18

が
展
示
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
の
分
析
を
行
う
た

め
に
、
デ
ィ
ド
ロ
は
、
再
び
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
（
図
１
）
を
引
用
し
て
い
る

19

。
そ
こ
に
は
、

明
ら
か
に
自
分
が
実
際
に
見
た
（le tableau que j ’ai sous m

es yeux

）
プ
ッ
サ
ン
の
作
品

に
つ
い
て
、デ
ィ
テ
ー
ル
に
細
か
く
眼
を
配
り
つ
つ
言
葉
を
連
ね
て
い
る
。
記
述
は
詳
細
で
あ
る
。

登
場
人
物
、
小
道
具
、
群
像
表
現
、
人
物
の
情
念
表
現
等
の
あ
り
か
た
を
指
摘
し
、
何
故
に
感
動

的
な
作
品
に
な
っ
て
い
る
か
を
個
々
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
か
ら
、
そ
れ
を
目
の
当
た
り

に
し
た
記
述
で
あ
ろ
う
こ
と
が
し
の
ば
れ
る

20

。

（13）プッサンを見るディドロ・・・複製版画からサロン評を読む



三
、
プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い
た
ち
》（
図
６
a,b
）
を
見
る
デ
ィ
ド
ロ

　

こ
の
プ
ッ
サ
ン
の
代
表
作
に
つ
い
て
も
デ
ィ
ド
ロ
は
、
サ
ロ
ン
評
で
言
及
し
て
い
る
。
先
ず
、

来
歴
を
要
約
し
つ
つ
記
述
し
た
い
。

一
六
三
八
～
三
九
年
頃

21

　

ロ
ー
マ
で
制
作

一
六
七
二
年

　

ベ
ロ
ー
リ
が
ロ
ー
マ
で
刊
行
し
た
、
プ
ッ
サ
ン
に
つ
い
て
の
伝
記
の
中
（BELLO

RI, V
IT

E
, 

p.448

）
で
引
用
し
て
い
る
。

こ
の
頃

　

軍
事
関
係
の
技
術
者
で
あ
り
、
版
画
愛
好
家
で
も
あ
っ
た
、
騎
士
ア
ヴ
ィ
ス
（H

.A
visse

） 

が

所
蔵
。22

一
六
八
五
年
四
月
三
日

　

国
王
ル
イ
十
四
世
が
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い
た
ち
》
と
、《
聖
家
族
》
の
、

二
点
の
作
品
の
た
め
に
、
エ
ロ
ー
氏
に
、
六
六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
を
支
払
っ
た
（『
ル
イ
十
四
世
治

下
に
お
け
る
国
王
の
建
築
物
財
務
報
告
』
か
ら
）。22 bis

一
六
九
四
年

　

Ｂ
・
ピ
カ
ー
ル
が
版
刻
し
た
複
製
版
画
（
図
７
）
が
制
作
さ
れ
る
。

一
七
〇
一
～
〇
六
年

　

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
中
央
部
分
の
二
階
に
あ
っ
た
、国
王
の
プ
テ
ィ
・
ア
パ
ル
ト
マ
ン
に
あ
っ

た
。
こ
の
時
期
に
、
展
示
さ
れ
て
い
た
部
屋
の
戸
口
装
飾
と
の
関
係
で
、
キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
が
拡
張

さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
七
一
五
年　

　

ル
イ
十
四
世
の
逝
去
。
ル
イ
十
五
世
が
パ
リ
に
居
住
し
て
お
り
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
所
蔵
の

プ
ッ
サ
ン
作
品
が
、一
時
期
、パ
リ
に
移
動
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
王
は
翌
年
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
に
移
る
。

一
七
二
六
～
三
九
年

　

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の「
ビ
リ
ア
ー
ド
の
間
」に
あ
っ
た（
以
上
、RO

SEN
BERG, 2015, p.38, 

150-152, no.15

）。

一
七
四
五
年

　

国
王
所
有
作
品
の
中
に
記
述
さ
れ
て
い
る
（
初
版
が
、
一
七
四
五
年
で
あ
る
、

D
EZA

ILLIER D
'A

RGEN
V

ILLE, A
BREGE

, 1762, IV
,p.39

）。

一
七
六
五
年

　
『
百
科
全
書
』
の
中
の
「
風
景
画
家
」
の
項
目
に
、
こ
の
作
品
が
明
記
さ
れ
、
詳
し
い
作
品
記

述
が
書
か
れ
て
い
る

23

。

一
七
六
七
年

　

デ
ィ
ド
ロ
が
、『
一
七
六
七
年
の
サ
ロ
ン
』の
中
で
、ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で
あ
る
画
家
ジ
ュ
リ
ア
ー

ル
（J.- N

. Julliard 

） 

が
出
品
し
た
《
エ
ジ
プ
ト
逃
避
》
を
含
む
三
点
の
風
景
画

24

に
つ
い
て
の
、

比
較
分
析
を
す
る
た
め
の
基
準
作
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

　

先
ず
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ル
の
作
品
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
繰
り
返
し
そ
の
非
を
指
摘
し
て
い
て
手

厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
語
り
口
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
シ
ュ
エ
ロ
ス
王
》
に
つ
い
て

述
べ
た
以
上
に
、
デ
ィ
テ
ー
ル
分
析
に
お
い
て
饒
舌
で
あ
る
。
エ
ル
マ
ン
版
（1767

）
の
場
合
、

七
七
行
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
デ
ィ
ド
ロ
が
、
同
時
代
に
、
同
じ
空
気
を
吸
い
な
が

ら
制
作
し
て
い
る
画
家
を
論
じ
た
批
評
で
あ
る
。
自
ら
、
望
め
ば
そ
の
画
室
に
も
出
入
り
、
画
材

を
手
に
触
れ
、
絵
筆
の
動
き
を
目
に
し
、
時
に
は
絵
筆
を
画
布
に
置
く
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
事
例
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
稀
な
る
知
性
の
持
ち
主
の
観
察
眼
が
と
ら
え
た
言
語
が

溢
れ
出
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
論
者
の
関
心
を
引
く
事
実
は
、
そ
う
し
た
こ
と
以
上
に
、
デ
ィ
ド
ロ
が
、
こ
の
画
家

の
風
景
画
を
分
析
す
る
た
め
の
規
範
と
な
る
作
品
と
し
て
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊

飼
い
た
ち
》（
図
６
a
）
と
《
蛇
の
い
る
風
景
（
恐
怖
の
効
果
）》（
図
５
）
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
に
、
五
行
ほ
ど
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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「
晴
れ
や
か
な
田
園
風
景
の
前
に
墓
を
描
き
、
そ
こ
に
、Et ego in A

rcadia

の
文
字
を
書

き
込
ん
で
い
る
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
が
、
ど
れ
ほ
ど
崇
高
で
あ
り
感
動
的
で
あ
る
か
、
そ
し
て
、
蛇

が
、
女
性
に
か
み
つ
き
、
水
辺
の
奥
に
連
れ
込
ん
だ
情
景
を
描
い
た
も
う
一
点
の
作
品
が
、
ど
れ

ほ
ど
恐
怖
に
満
ち
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
下
さ
い
」25

　

と
こ
ろ
で
、デ
ィ
ド
ロ
は
、こ
う
し
た
数
行
を
執
筆
し
た
時
、プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
シ
ュ
エ
ロ
ス
王
》

を
論
じ
た
時
と
同
じ
よ
う
に
、《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い
た
ち
》
の
絵
画
そ
の
も
の
を
、
見
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
改
め
て
考
察
し

た
い
と
思
う
。

　

制
作
年
と
そ
の
後
の
来
歴
は
既
に
述
べ
た
。
一
七
六
七
年
と
い
う
年
に
、
こ
の
作
品
は
ど
こ
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
、
論
者
が
入
手
し
得
た
資
料
か
ら
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
収
蔵
さ
れ
た
ま
ま
で
、

一
七
五
〇
年
に
、
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
運
ば
れ
て
来
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
。
恐
ら
く
、
一
七
九
三
年
の
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
創
設
時
期
の
前
後
ま
で
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
か

26

。
デ
ィ
ド
ロ
が
、
鑑
賞
し
得
た
と
し
て
も
、
パ
リ
近
郊
の
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
ま
で
、
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
明
確
に
説
明
す
る
資
料
は
、
論
者
の

手
元
に
は
な
い
。
こ
の
疑
問
を
解
く
当
面
の
手
が
か
り
は
、
や
は
り
、
デ
ィ
ド
ロ
自
身
が
書
い
て

い
る
、
先
に
引
用
し
た
記
述
の
中
の
、Et ego in A

rcadia

と
い
う
一
行
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
論
者
が
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
で
撮
影
し
た
そ
の
部
分
に
確
認
で
き
る
表
記
は
、
大
文
字
で

二
行
に
分
か
れ
たET

 IN
 A

RCA
D

IA
//EGO

（
図
６
b
）
で
あ
る
（RO

SEN
BERG,1994

）。

デ
ィ
ド
ロ
の
記
述
で
は
、ego

が
小
文
字
で
書
か
れ
、
そ
の
位
置
も
異
な
っ
て
い
る
。
引
用
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、
こ
の
短
い
ラ
テ
ン
語
だ
け
で
あ
り
、
一
方
で
、
デ
ィ
ド
ロ
の
鋭
敏
な
眼
が
、
絵

画
全
体
に
繊
細
に
反
応
し
た
感
動
は
、
こ
こ
か
ら
は
伝
わ
っ
て
来
な
い
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ル
の
風
景

画
に
つ
い
て
の
批
評
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ド
ロ
が
同
時
代
画
家
の
作
品
を
記
述
す
る

時
、
絵
画
作
品
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
も
鋭
敏
な
目
配
り
が
認
め
ら
れ
、
言
葉
が
滑
ら
か
に
流
れ
出
す

27

。
し
か
し
、《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
を
前
に
し
て
、
そ
れ
は
な
い
。
何
故
な
の
か
。

　

こ
こ
か
ら
は
、論
者
の
推
測
に
基
づ
く
仮
説
で
あ
る
。ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
見
る
機
会
が
あ
っ

た
と
仮
定
し
て
見
よ
う
。
画
家
サ
ン=

ト
ー
バ
ン
（G.Saint-A

ubin

）
が
、
サ
ロ
ン
に
展
示
さ

れ
た
作
品
の
様
子
を
メ
モ
に
残
し
た
記
録

28

が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
後
代
の
ヴ
ェ

ル
フ
リ
ン
が
、
建
築
を
見
る
と
き
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ド
ロ
が
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮

殿
の
作
品
の
現
場
で
何
ら
か
の
メ
モ
を
残
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
習
慣
で
も
な

け
れ
ば
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ル
の
風
景
画
に
つ
い
て
七
七
行
に
も
及
ぶ
作
品
記
述
は
書
け
る
わ
け
が
な

い
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
何
か
の
事
情
か
ら
そ
れ
が
不
完
全
で
あ
っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
も
う
一
つ
の
説
明
が
あ
る
。
研
究
者
ブ
ュ
ッ
ク
ダ
ー
ル
と
ド
ゥ
ロ
ン
は
、
デ
ィ
ド
ロ
の

美
術
批
評
に
つ
い
て
、
質
の
高
い
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る

29

。
彼
ら
は
、
デ
ィ
ド
ロ
は
、

実
際
に
は
絵
画
そ
の
も
の
は
見
る
こ
と
無
く
、
ピ
カ
ー
ル
（B.Picart

）
と
い
う
版
画
家
の
手
に

な
っ
た
複
製
版
画
（
図
７
）
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
六
九
四
年
制
作
の
こ
の
版
画
は
、

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
版
画
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
で
あ
る

30

。

絵
画
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
身
近
に
ピ
カ
ー
ル
の
版
画
を
置
き
、
あ
る
い
は
、
持
ち
運
べ
る
寸
法

の
こ
の
版
画
を
サ
ロ
ン
の
会
場
に
持
参
し
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ル
の
風
景
画
と
比
較
し
、
言
葉
を
紡
い

だ
の
で
あ
ろ
う
、と
い
う
説
明
は
不
可
能
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
、《
ア
シ
ュ
エ
ロ
ス
王
》と
、《
エ

ウ
ダ
ミ
ダ
ス
の
遺
書
》31

に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
後
者
の
版
画
の

十
八
世
紀
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
美
術
史
家
Ｒ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
が
書
い
た
詳
細

な
論
文
が
あ
る

32

。

四
、
結
論
・
・
・
デ
ィ
ド
ロ
の
フ
ラ
ン
ス
十
七
世
紀
絵
画
批
評
史
に
つ
い
て
の
教
養

　
Ｊ
・
プ
ル
ー
ス
ト
が
、一
九
六
〇
年
に
執
筆
し
た
論
文

33

で
、デ
ィ
ド
ロ
は
、一
七
四
〇
年
以
降
、

版
画
家（W

ILLE, PREISLER

）と
の
交
際
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
で
、デ
ィ

ド
ロ
が
、
一
七
四
九
年
六
月
二
八
日
か
ら
、
一
七
五
一
年
九
月
二
九
日
ま
で
に
王
立
図
書
館
か
ら

借
用
し
た
図
書
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。絵
画
論
と
し
て
は
、デ
ュ
・
フ
レ
ノ
ワ
が
仏
訳
し
た
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
、
ロ
ジ
ェ
・
ド
・
ピ
ル

34

、
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン

35

、
ル
・
ブ
ラ
ン
と
い
っ
た
批
評
家
の
著

作
を
学
ん
で
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
書
物
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
と
絵
画

論
を
強
く
意
識
し
た
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
教
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
美
的
な
判
断
力

に
つ
い
て
、
デ
ィ
ド
ロ
が
学
ん
だ
課
程
の
一
端
が
理
解
で
き
る
。
そ
の
意
味
か
ら
は
、
十
七
世
紀

の
美
術
史
を
学
ぶ
立
場
か
ら
い
え
ば
、
物
語
画
を
論
じ
る
際
の
デ
ィ
ド
ロ
の
判
断
基
準
は
、
保
守

的
で
常
識
的
な
も
の
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

省
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E D
E' PIT

T
O

R
I, SCV

LT
O

R
I 

ET
 A

RCH
IT

ET
T

I M
ODERN

I, 1672, RO
M

A
, M

ascardi;

復
刻
版, 1980, Broude 

International

BA
ILLY

,（1709-10

）1899 ; EN
GERA

N
D

（F.

）, Inventaire des tableaux du roy 
rédigé en 1709 et 1710 par N

icolas Bailly, 1899, F.EN
GERA

N
D

, E. Leroux

BLU
N

T
, 1966, Poussin: BLU

N
T

（A
.

）, T
he Paintings of N

icolas Poussin, A
 

Critical Catalogue, 1966, Phaidon

BM
:  T

he Burlington M
agazine

BnF: Bibliothèque nationale de Paris 

ま
た
は
、de France

BnF, Est.: Bibliothèque nationale de Paris,Cabinet des estam
pes

BO
N

N
A

FFE :BO
N

N
A

FFE

（E.

）, D
ictionnaire des am

ateurs français au X
V

IIe 
siècle, 1884, A

. Q
uantin

CA
ST

ELLU
CCIO

, 2008  : CA
ST

ELLU
CCIO

（S.

）, « Le cabinet des tableaux de 
la Surintendance des Bâtim

enst du Roy à V
ersailles», V

ersalia, 2008, 12, p.21-54

C
H

A
N

T
E

LO
U

, V
oyage, 1960 : C

H
A

N
T

E
LO

U

（F
.de

）, V
oyage du cavalier 

Bernin  en France, Poussin, A
ctes,（1665

）1960,. II, p.123- 133

（T
H

U
ILLIER,J.

）

C
H

A
N

T
E

LO
U

, V
oyage, 2001 : C

H
A

N
T

E
LO

U

（F
.de

）, V
oyage du cavalier 

Bernin  en France,（1665

）2001, M
acula,L'insulaire

（éd.ST
A

N
IC,M

.

）

D
E

Z
A

IL
L

IE
R

 D
'A

R
G

E
N

V
IL

L
E

, A
B

R
E

G
E

 
, 1762 

:D
E

Z
A

IL
L

IE
R 

D
'A

RGEN
V

ILLE

（A
.-J.

）, A
BREGE// D

E LA
 V

IE//D
ES//PLU

S FA
M

EU
X

 
PEIN

T
RES;（1745-52

）1762, Paris, D
e Bure, M

.D
CC.LX

II, nouvelle édition, revue, 
corrigée &

  augm
entée , 4 vols.; 

復
刻
版. M

inkoff, 1972, 4 vols.

D
ictionnaire, A

cadém
ie, 1694

：Le dictionnaire de l'A
cadém

ie Françoise, 2 vols. 
Paris, Goignard,1694

D
ID

ERO
T

, 1955-70 : D
ID

ERO
T

（D
.

）, Correspondance, éd. établie, annotée et 
préfacée par RO

T
H

（G.

）, 1955-70,M
inuit.16 vols.

D
ID

ERO
T

,（1957

）1975-83 : D
ID

ERO
T

（D
.

）, Salons, Clarendon Press,  3 vols.,  
seconde éd., texte établi et présenté par SEZN

EC

（J.

）

  et  A
D

H
EM

A
R

（J.

）

,　
（1957

）

1975-83

D
ID

ERO
T

,1984a : D
ID

ERO
T

（D
.

）

 , Salon de 1759, 1761, 1763, Paris, H
erm

ann,  
textes établis et présentés par CH

O
U

ILLET

（J.

）

 

D
ID

ERO
T

,1984b : D
ID

ERO
T

（D
.

）, Salon de 1765,  H
erm

ann, éd. critique et 
annotée, présentée par BU

K
D

A
H

L

（E.M
.

） et LO
REN

CEA
U

（A
.

）

D
ID

E
R

O
T

,1995

：D
ID

E
R

O
T

（D
.

）, Salon de 1767 

（R
uines et Paysage

）,  
H

erm
ann, textes établis et présentés par BU

K
D

A
H

L

（E.M
.

）, D
ELO

N

（M
.

）

  et 
LO

REN
CEA

U

（A
.

）

D
ID

ERO
T

 et D
'A

LEM
BERT

, Encyclopédie :D
ID

ERO
T

（D
.

） et D
'A

LEM
BERT

（J.Le R.
）, Encyclopedie ou dictionnaire raisonné des sciences, des arts et des 

m
étiers, N

eufschastel, S. Faulsche; A
m

sterdam
 , M

.M
. Rey , 1751-80, 17 vols.. 

supppl. pl. ; 

復
刻
版 1986, Pergam

on Press
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D
ID

ERO
T

, Goût, 2013 : M
O

N
T

PELLIER: Expo. Le goût de D
iderot : Greuze, 

Chardin, Falconet, D
avid, sous la direction de H

ILA
IRE

（M
.

）, W
U

H
RM

A
N

（S.

）, 
ZED

ER
（O

.

）, 2013, H
azan, M

usée Fabre, Fondatin de l'H
erm

itage ;« Catalogue 
des oeuvres exposés»,（SCH

ERF,G. et ZED
ER,O

.

）, p.303-351

FELIBIEN
, EN

T
RET

IEN
S : FELIBIEN

（A
.

）, EN
T

RET
IEN

S SU
R LES V

IES  
ET

 SU
R LES O

U
V

RA
GES D

ES PLU
S EX

CELLEN
S PEIN

T
RES A

N
CIEN

S 
ET

 M
O

D
ERN

ES, 1666-88, PA
RIS, S.M

arbre-Cram
oisy, etc., 5 vols.; 

復
刻
版 1972, 

M
inkoff, 3 vols. 

な
お
、
邦
訳
は
、
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
著
『
古
今
の
最
も
著
名
な
画
家
の
生
涯
と

作
品
に
つ
い
て
の
対
話
』
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
『
対
話
』
と
略
称
す
る
。

FU
RET

IERE: FU
RET

IERE

（A
.

）, D
ICT

IO
N

A
IRE U

N
IV

ERSEL
, 1690, La H

aye 
et Rotterdam

, A
rnout &

 R.Leers, 3 vols.; 
復
刻
版 1978,  Le Robert

GBA
 : Gazette des Beaux-A

rts

GU
IFFREY

, Com
pes : GU

IFFREY

（J.

）,Com
ptes des bâtim

ents du roi sous le 
règne de Louis X

IV
,  Im

prim
erie nationale, 4 vols., I（1881; 1664-80

）, II（1887; 
1681-87

）, III(1891; 1688-95

）, IV

（1896; 1696-1705

）

木
村
『
イ
エ
ズ
ス
会
図
像
』
二
〇
〇
七
：
木
村
三
郎
『
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
と
イ
エ
ズ
ス
会
図
像

の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版､

二
〇
〇
七
年

栗
田
『
プ
ッ
サ
ン
と
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
』：
栗
田
秀
法
（
編
著
）『
プ
ッ
サ
ン
と
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
―
借

用
と
創
造
の
秘
密
―
』
愛
知
県
美
術
館
、
足
利
市
立
美
術
館
、
一
九
九
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図

書
館
特
別
協
力
、
目
録
・
栗
田

LE BLA
N

C, M
anuel : LE BLA

N
C

（C.

）, M
anuel de l'am

ateur d'estam
pes , 1854- 

89, E. Bouillon,4 vols.（I:1854 ;II :1856 ;III:1888 ;IV
:1889

） 

LO
JK

IN
E, D

iderot, 2007 : LO
JK

IN
E

（S.

）, L'oeil révolté, Les salons de D
iderot, 

2007, J. Cham
bon, A

ctes Sud

LO
JK

IN
E, D

iderot, 2013 : LO
JK

IN
E

（S.

）, « D
iderot, le goût de l'art», in D

iderot, 
Goût, 2013, p.27-89

N
A

GLER: N
A

GLER

（G.K
.

）, N
eues allgem

eines K
unstler-Lexikon,（1835-52

）1904-
14, Linz, E. M

areis, 25 vols.

Pléiade :Gallim
ard ,Coll.Bibliothèque de la Pléiad

Poussin, A
ctes, 1960: N

icolas Poussin, A
ctes, Colloques internationaux, 1960, 

sous la direction d ’A
. Chastel, Centre national de la recherche scientifique, 2 

vols.

PREA
U

D
, D

ictionnaire: PREA
U

D

（M
.

） et GRIV
EL

（M
.

）, etc., D
ictionnaire des 

éditeurs d'estam
pes à Paris sous l'A

ncien Régim
e, Cercle de la Librairie, 1987.

R
E

A
U

, chrétien
 : R

 E
A

U

（L.

）, Iconographie de l'art chrétien
, Presses 

U
niversitaires de France, 6 vols.. 1955-59 ; 

復
刻
版　

1974, K
raus.

RO
BERT

-D
U

M
ESN

IL : RO
BERT

-D
U

M
ESN

IL

（A
.P.F.

）, Le peintre-graveur 
français, 1835-71, Paris, G. W

arée;H
uzard, A

.A
llouard, etc. ; Leipzig, R. W

eigel, 
11 vols. ; 

復
刻
版 D

e N
obele, 1967, 6 vols.

R
O

SE
N

B
E

R
G

, 1994a: R
O

SE
N

B
E

R
G

（P.

）

  et PR
A

T

（L.-A
.

）, N
icolas Poussin, 

1594-1665,  les peintures par R
O

SE
N

B
E

R
G

 et les dessins par PR
A

T
 et 

RO
SEN

BERG, RM
N

, 1994

R
O

SE
N

B
E

R
G

, 2015 : R
O

SE
N

B
E

R
G

（P.

） N
icolas Poussin, les tableaux du 

Louvre, Som
ogy, Coll. Essai Som

ogy

SM
IT

H
: SM

IT
H

（J.
）, A

 Catalogue Raisonné of the W
orks of the M

ost Em
inent 

D
utch, Flem

ish and French Painters, Sm
ith and Son, 1829-1842,9 vols..

（17）プッサンを見るディドロ・・・複製版画からサロン評を読む



T
H

U
ILLIE

R
, 1994, Poussin

 : T
H

U
ILLIE

R

（J.

）, N
icolas Poussin

, 1994, 
Flam

m
arion

U
.P. : U

niversity Press

W
ILD

EN
ST

EIN
, Poussin : W

ILD
EN

ST
EIN

（G.

）, «Les graveurs de Poussin au 
X

V
IIe siècle », 1955, GBA

, X
LV

I, 7-12, p.77-371

☆
本
研
究
は
、
平
成
二
七
年
度
に
お
け
る
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
美
学
・

文
化
科
学
の
可
能
性
―
―
批
判
的
継
承
か
ら
新
た
な
創
造
へ
」。並
び
に
、芸
術
学
部
共
同
研
究
費「
ア
ー

ト
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
構
築
に
向
け
て
の
研
究
」、
同
一
般
研
究
「
日
欧
と
東
洋
の
17
世
紀
に
お
け
る
、
挿

絵
と
絵
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
基
礎
研
究
」
に
も
と
づ
く
。

☆
本
学
部
講
師
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ド
ゥ
マ
ル
ヌ　

M
arguritte D

EM
A

RN
E

、
慶
応
大
学
名
誉
教
授
・

鷲
見
洋
一
、
徳
島
大
学
准
教
授
・
田
中
佳
の
各
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
の
気
持
と

し
た
い
。

註１	　

偽
ロ
ン
ギ
ノ
ス
の
崇
高
論
は
、
一
六
七
四
年
の
、
ボ
ワ
ロ
ー
に
よ
る
仏
訳
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

BO
ILEA

U

（N
.

）, «T
raité du sublim

e,ou du m
erveilleux dans le discours », O

euvres 
com

plètes, 1966,　

Pléiade, 188, textes établis par ESCA
L

（F

）, p. 331-440
	

　

こ
の
概
念
の
十
七
末
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
は
、FU

RET
IERE, 1690;  

D
ictionnaire, A

cadém
ie, 1694, p. II, 508.

ま
た
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、TA

M
A

D
A

（A
.

）, La fondation des m
ythes nationaux et la notion de sublim

e 
1701-1791, T

hèse de doctorat, U
niversité de Paris IV

 Sorbonne, 2005

２	　

 「
崇
高
な
る
プ
ッ
サ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

	

（1995

）1999　

M
A

RIN

（L.

）, Sublim
e Poussin, Stanford, Stanford U

P, tran. by C. 
PO

RT
ER,

（1995, Seuil

）

	
2005 N

A
U

（C.

）, Le tem
ps du sublim

e : Longin et le paysage poussinien, Presses 
U

niversitaires de Rennes, Coll. Æ
sthetica

	

　

デ
ィ
ド
ロ
が
見
た
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

	
2013 LO

JK
IN

E, D
iderot, p.72,etc.

　
　

な
お
、
デ
ィ
ド
ロ
が
サ
ロ
ン
評
の
中
で
引
用
し
て
い
る
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ

る
。《
七
つ
の
秘
蹟
》（
一
七
六
一
年
、D

ID
EO

RT
,1984a,p.67

）、《
冬
》（
一
七
六
五
年
、

D
ID

ERO
T

,1984b,p.242

）、《
マ
ナ
の
収
集
》、《
エ
ウ
ダ
ミ
ダ
ス
の
遺
書
》（D

ID
ERO

T
,1995,p.414

）

な
ど
が
あ
る
。

	

　

風
景
画
に
つ
い
て
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
。

３	　

十
七
～
十
八
世
紀
前
半
、
デ
ィ
ド
ロ
が
サ
ロ
ン
評
を
執
筆
し
た
時
代
に
、
一
般
の
公
衆
が
日
常
的
に

鑑
賞
で
き
た
作
品
が
集
中
管
理
さ
れ
、
展
示
さ
れ
て
い
た
宗
教
画
で
は
、
こ
の
大
聖
堂
の
内
陣
に
掛
け

ら
れ
て
い
た
、
一
七
二
二
以
前
の
段
階
で
も
、
総
数
七
六
点
に
昇
っ
て
い
た
聖
人
図
像
を
描
く
「
五
月

の
奉
納
画
」
が
指
摘
で
き
る
。
論
者
の
見
解
で
は
、
こ
の
奉
納
画
群
は
、
デ
ィ
ド
ロ
に
と
っ
て
の
基
礎

教
養
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
デ
ィ
ド
ロ
は
、
一
七
六
一
年
サ
ロ
ン
に

展
示
さ
れ
た
、
画
家
ド
ゥ
シ
ェJ.-P. D

eshays

が
描
い
た
《
牢
獄
か
ら
救
出
さ
れ
る
聖
ペ
テ
ロ
》（
現

在
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
美
術
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
批
評
の
中
で
、
こ
の
奉
納
画
に
触
れ
て
い
る

D
ID

ERO
T

, （1957

） 1975-83,p.138

。

	

　
「
五
月
の
奉
納
画
」
に
つ
い
て
の
、
近
年
の
文
献
は
、

	
1999 LO

IRE

（S.

）, «De N
otre-Dam

e à A
rras:L'odyssée des M

ays depuis la Révolution » , 
in cat.Expo.A

RRA
S, Les M

ays de N
otre-D

am
e de Paris, p. 78-89

	
1999　

N
O

T
T

ER

（A
.

）
　

et A
M

BRO
ISE

（G.

）, La grande peinture religieuse en France 
au X

V
IIe siècle, une approche à partir de quelques tableaux conservées au M

usée 
d'A

rras,SEP
	

二
〇
〇
七　

木
村
『
イ
エ
ズ
ス
会
図
像
』、
六
三
～
六
六
頁

４	　

 D
EZA

ILLIER D
'A

RGEN
V

ILLE, A
BREGE

, 1762

（1745-52,p.39

）に
は
、「
ト
ゥ
ー
ル
ー

ズ
邸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

５	　

オ
ル
レ
ア
ン
公
爵
は
五
百
点
以
上
の
絵
画
を
パ
レ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
に
蒐
集
し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
部
は
版
画
集
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
公
爵
は
、
生
前
か
ら
展
示
室
に
美
術
家
や
愛
好
家

や
目
利
き
な
ど
を
迎
え
入
れ
て
い
た
。
彼
の
死
後
の
一
七
二
七
年
に
は
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
正
式
に
公

開
さ
れ
、
所
蔵
品
の
カ
タ
ロ
グ
も
出
版
さ
れ
た
。
田
中
佳
「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
構
想
の
萌
芽
―
リ
ュ
ク

サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
設
と
そ
の
機
能 （
１
７
４
７
―
１
７
５
０
年
）―
」『
一
橋
社
会
科
学
』
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（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
）、
二
〇
〇
九
年
、
第
１
巻
第
２
号
、
一
～
一
八
頁
（
註
12
）。D

U
 

BO
IS D

E SA
IN

T
-GELA

IS 

（L.-F.

）, D
escription des tableaux du Palais-Royal, Paris : 

d'H
oury, 1727.{GA

LLICA
}

６	　

BA
ILLY

,（1709-10

）1899, p.301-316

（《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い
た
ち
》, p. 310, no.17

）。

７	　

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
作
品
目
録
が
、
一
七
五
〇
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
田
中
、
二
〇
〇
九
、

前
掲
書
、
五
頁
）。
な
お
、
論
者
は
、
一
七
六
六
年
の
改
訂
版
を
参
照
し
た
。BA

ILLY

（J.

）, 
C

A
T

A
L

O
G

U
E

//D
E

S T
A

B
L

E
A

U
X

//D
U

 C
A

B
IN

E
T

 D
U

　

R
O

Y
,// A

U
 

LU
X

EM
BO

U
RG

, Paris, Le Prieur,（s.d.

）

 ; CD
.1426

。
こ
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、「
第

一
の
間Prem

iere Pièce

」
に
、《
ア
シ
ド
ド
の
疫
病
》 （
4
）。「
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

PET
IT

E GA
LLERIE

」
に
は
、
連
作
「
四
季
」
の
中
の
《
春
》（
12
） 

、《
夏
》（
16
）、《
秋
》（
25
）、

《
冬
》（
28
）。
そ
の
他
に
《
サ
ビ
ニ
の
女
の
略
奪
》（
15
）
な
ど
が
、
展
示
さ
れ
て
い
た
。

  	　

プ
ッ
サ
ン
の
こ
の
作
品
が
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
に
ど
の
時
期
に
入
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
資

料
で
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。
な
お
、
十
九
世
紀
初
頭
の
次
の
文
献
で
は
、
複
製
版
画
が
挿
図
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。LA

N
D

O
N

（C. P.

）, A
nnales du M

usée et de l'école m
oderne des 

beaux-arts, C. P. Landon, V
I, 1804,. 81-82 

　

	　

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
誕
生
以
降
の
収
蔵
に
関
し
て
は
、T

U
ET

EY

（A
.

）, «La 
com

m
ission du M

useum
 et la création du M

usée du Louvre,1792-1793», A
A

F
, 1909, 

III, p.3-20 ;

田
中
佳
「
一
七
九
三
年
八
月
一
〇
日
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
開
館
」『
美
を
究
め
美
に
遊

ぶ
－
芸
術
と
社
会
の
あ
わ
い
』
東
信
堂
、
二
〇
一
三
、
江
藤
光
紀
・
荻
野
厚
志
・
田
中
佳
（
編
著
）、

一
四
〇
～
一
五
三
頁

８	　

R
E

A
U

,chrétien,I-I,1956,335-342; W
E

B
E

R

（I.

）, LC
I,I

（1968

）1990,p.684-687; 
H

A
LL,p. 116;H

A
LL, 

邦
訳,p.68

９	　
（1665-8-10

）

 CH
A

N
T

ELO
U

,V
oyage, 1960, p.126; CH

A
N

T
ELO

U
, V

oyage , 2001 p.112
	

1761 D
ID

ERO
T

,1984a,p.140-141
	

1763 D
ID

ERO
T

 ,1984a,CP, p.220-221

　

1966 BLU
N

T
, Poussin, no. 36

	
1984 CH

O
U

ILLET
, in 1761,op.cit., note. 67 

	
1994 RO

SEN
BERG et PRA

T
, Poussin, 1994, no.220

	
1994 T

H
U

ILLIER, Poussin, no.212

10	　

BLU
N

T
, Poussin ,1966, no. 

36 ; T
H

U
ILIER. Poussin, 1994, no. 212 ;

一
方
で
、

RO
SEN

BERG

（Poussin, 1994, 220

）
は
、
一
六
五
四
年
と
し
て
い
る
。

11	　

Cerisier

と
も
表
記
さ
れ
る
。
パ
リ
に
居
住
し
て
い
た
リ
ヨ
ン
の
商
人
。
プ
ッ
サ
ン
の
他
の
作
品
を

数
点
所
有
し
て
い
た
（BO

N
N

A
FFE,p.51

）。T
H

U
ILLIER

（1994

）
は
、
注
文
主
が
、
こ
の
ス

リ
ジ
エ
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

12	　

“La　

R
eine　

E
sther,[...]le signor a dit d'abord:  «Il est du signor Poussin », 

« V
oilà un très beau tableau, et peint de la m

anière de Raphaël» [...] Son père l'a 
regardé longtem

ps sans rien dire, et avec très grande attention[...].»,CH
A

N
T

ELO
U

, 
V

oyage , 2001, p.112 

（
参
考RO

SEN
BERG et PRA

T
, Poussin, 1994,no.220,  p.482

）

13	　

	
1837 SM

IT
H

,III,no.42,p.24
	

1863 A
N

D
RESEN

, Poussin, no.87 
	

1888 LE BLA
N

C,M
anuel, III, p.220,no,3 

	
1955 W

ID
EN

ST
EIN

, Poussin, p.56, 

図
版

	
1962 A

N
D

RESEN
-W

ILD
EN

ST
EIN

, Poussin, p.155
	

http://blogs.kent.ac.uk/w
ordsforpictures/2012/03/15/francois-de-poilly/

	

こ
の
版
画
家
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、

	
1987 PREA

U
D

, D
ictionnaire, p. 259- 261 

	

一
九
九
九　

栗
田
『
プ
ッ
サ
ン
と
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
』13-2 

	
2013 LO

JK
IN

E, D
iderot, p.72, cat.7

14	　

1837 SM
IT

H
, III, no.42, p.24

	
1838 RO

BERT
-D

U
M

ESN
I, III-I, no.14, p.125-126　

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
、
微
妙
な
違
い
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
作
品
情
報
は
、
以
下
の
文
献
で
踏
襲
さ
れ
る 

。 
	

1863  A
N

D
RESEN

, Poussin, no.88
	

1871  RO
BERT

-D
U

M
ESN

IL, X
I, p.282,  no.14

	
1888 LE BLA

N
C, M

anuel, III,p.175-176, no,1 

（19）プッサンを見るディドロ・・・複製版画からサロン評を読む



	
1901 N

A
GLER, X

II, p.295, no.14 
	

1957 W
ID

EN
ST

EIN
, Poussin, no. 26, p.56

	
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
所
蔵
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
記
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

	

左N
. Poussin Pim

xit et ex archetypo in. M
useo D

. D
. J. Cerisier asseuato 

	

右　

J. Pesne sculp. ex. cum
 Pri. Re.

	
http://w

w
w

.beauxartsparis.fr/ow
2/catzarts/voir.xsp?id=00101-78979

15	　

RO
SEN

BERG, Poussin, 1994, no,220

16	　

“A
 M

. de V
oltaire[...]M

onsieur et cher m
aître,[...]O

uvrez vos portefeuilles.V
oyez 

l 'E
sther du poussin paroissant devant A

ssuré[...] ” D
ID

E
R

O
T

, 1955-70, III

（N
ovem

bre 1759-D
écem

bre 1761
）, 1957,p.273. 

友
人
で
あ
る
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
対
し
て
、
手

元
に
あ
る
、
複
製
版
画
を
整
理
し
て
あ
る
フ
ァ
イ
ル
を
開
け
て
み
た
ま
え
、
と
書
い
て
い
る
事
実
が
、

こ
の
時
代
の
文
学
者
が
、
プ
ッ
サ
ン
の
複
製
版
画
を
所
有
し
て
い
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

17　

 D
ID

ERO
T

, 1984a, p.140

	
“ La couleur est dans un tableua, ce que le style est dans un m

orceau de 
littérature. Il y a des auteurs qui pensent ; il y a des peintres qui ont de l'idée. Il y 
a des auteurs qui savent distribuer leur m

atière; il y a des peintres qui savent 
ordonner un sujet. Il a des auteurs qui ont de l'exactitude et de la justesse. Il y a 
des peintres qui conaissent la nature et qui savent dessiner. M

ais de tous les 
tem

ps le style et la couleur ont été des choses précieuses et rares. C'est le style 
qui assure l'im

m
ortalité à un ouvrage de littérature ; c'est cette qualité qui charm

e 
les contem

porains de l'auteur, et qui charm
era les siècles à venir.　

La couleur d 'un 
m

orceau de peinture passe, et la  réputation d'un grand peintre ne se transm
et à 

la postérité que par les qualités que la gravure peut conserver ; et quelquefois la 
gravure ôte des défauts à un tableau et quelquefois aussi elle lui en donne. S ’il y a 
des statues,par exem

ple,dans un tableau ; vous ne prendrez jam
ais ces statues 

pour des personnages vivants. Elles ne sont jam
ais équivoques en peintutre, sur la 

toile. Il n ’en est pas de m
êm

e sur la cuivre. V
oyez le tableau d ’E

sther et 
d ’A

ssuerus peint par Poussin, et le m
êm

e m
orceau gravé par Poilly. ”

18	　

GO
U

ZI（C.

）, Jean Restout, 1692-1768, peintre d ’histoire à Paris, 2000, A
rthéna, p.189, 

p. 315. 

本
作
品
は
、
損
傷
が
激
し
い
状
態
で
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
収
蔵
室
で
発
見
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

	
http://utpictura18.univ-m

ontp3.fr/GenerateurN
otice.php?num

notice=A
5313

19　

D
ID

ERO
T

, 1984a, p. 141, note 67 

20	　

プ
ッ
サ
ン
の
こ
の
作
品
を
含
む
、F.I. de D

ufresne

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
が
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
で
、
数
年
後
の
一
七
七
〇
年
八
月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
。
フ
キ
エFouquier

が
、
ロ
シ
ア
の
エ

カ
テ
リ
ナ
Ⅱ
世
の
た
め
に
、
一
四
〇
〇
リ
ー
ブ
ル
で
、
他
の
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
と
と
も
に
入
手
し
た
。

現
在
、
こ
れ
ら
は
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
前
の
時
期
に
作
品
が
ど
こ

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る（RO

SEN
BERG et PRA

T
, Poussin, 1994, 

no, 220, p.482

）。

21	　

制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、GRA

U
T

O
FF

（1638-39

）, BLU
N

T

（1555

以
降
）等
、
歴

史
的
に
諸
説
が
あ
る
が
、
本
論
で
は
、T

H
U

ILLIER, Poussin, 1974

の
見
解
に
従
う
。

22	　

D
E BRIEN

N
E

（L.H
.

）; Poussin, A
ctes,1960, p.223 ;RO

SEN
BERG, 1994a, no,93,p.284 ; 

RO
SEN

BERG, 2015, no.15,p.150
 	

　

な
お
、
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
（RO

SEN
BERG,2015

）
は
、
ス
ザ
ン
ト
の
研
究
（2008

）
を
引
用
し

な
が
ら
、
一
六
八
三
年
の
記
録
に
言
及
し
て
い
る
。

22 

bis

« [

…]6600 H

（s.d.

）

 pour livrer au sr H
érault, pour son paim

ent de deux tableaux 
du Poussin, l'un représentant les Pasteurs d'A

rcadie et l'autre la Sainte Fam
ille,» 

GU
IFFREY

, Com
ptes, II（1887

）, p.584;

ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
は
、
手
稿
を
確
認
し
て
い
る
。

RO
SEN

BERG, 2015, no.15,p.150

。
な
お
、
こ
の
後
の
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
お
け
る
、
国
王
建
造

物
管
理
局
に
お
け
る
、
プ
ッ
サ
ン
関
係
諸
作
品
の
収
蔵
状
況
一
般
に
つ
い
て
は
、

CA
ST

ELLU
CIO

,2008

参
照
。

23	　

プ
ッ
サ
ン
の
「
四
季
」
連
作
の
中
の
《
冬
（
洪
水
）》
が
、
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。JA

U
CO

U
RT

, «PA
Y

SA
GIST

E », D
ID

ERO
T

 
et D

'A
LEM

BERT
, Encyclopédie, V

II, 1765, p.212
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24	　
D

ID
ERO

T
, 1995, p. 251, Julliart, 63, notes par LO

REN
CEA

U
, 

残
念
な
が
ら
現
在
の
研

究
水
準
で
は
、
そ
こ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
３
点
の
風
景
画
が
ど
の
作
品
で
あ
た
る
か
は
分
か
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
記
述
さ
れ
た
脚
注
の
情
報
は
、
美
術
史
研
究
の
立
場
か
ら
は
信
頼
の
お
け
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
画
家
の
、
ア
カ
デ
ミ
ー
入
会
作
品
《
陽
の
昇
る
風
景
》（1759

）
が
、
現
在
は
ト
ゥ
ー
ル
美

術
館
所
蔵
で
あ
り
、
デ
ィ
ド
ロ
が
執
筆
す
る
八
年
前
の
作
風
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ロ
ー
ド

風
の
光
と
影
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

	
PA

RIS: Expo. Paysage français de Poussin à Corot, 1925,  Palais des Beaux-A
rs de 

la V
ille de Paris

（Petit Palais

）, C
rété, p.21, no, 147, 148; A

U
B

U
SSO

N
: E

xpo .
T

apisseries des Lum
ières, 2013,

色
彩
図
版

25	　

“V
oyez com

m
e le Poussin est sublim

e et touchant,lorsque à côté d'une scène 
cham

pêtre riante, il attache m
es yeux sur un tom

beau où je lis Et ego in A
rcadia. 

V
ous voyez com

m
e il est terrible, lorsqu'il m

e m
ontre dans un autre une fem

m
e 

enveloppée d'un serpent qui l'entraîne au fond des eaux. ”D
ID

ERO
T

 ,1995,p.253;

近

年
の
研
究
で
は
、LO

JK
IN

E, D
iderot, 2013, p.54, 72, Fig.14

26	　

こ
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
エ
ル
マ
ン
版
の
脚
注（1767,H
ER, p.253, note. 421

）
の
執
筆
を

担
当
し
たBU

K
D

A
H

L

とD
ELO

N

が
、
こ
の
展
示
場
所
は
、
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
所

で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

27	　

デ
ィ
ド
ロ
の
作
品
記
述
に
つ
い
て
はV

O
U

ILLO
U

X
 （B.

）, Poetique, 1988, X
IX

, no.73, p.27-
50 ; LO

JK
IN

E, «L'invention de la description », D
iderot, 2007, p.86-128

28	　

Ｇ
・
サ
ン
＝
ト
ー
バ
ン
《
一
七
六
七
年
の
サ
ロ
ン
》。V

A
N

 D
E SA

N
D

T

（U
.

）, in cat.expo. : 
D

iderot et l'art de Boucher à D
avid, RM

N
, 1984, p. 91,

図
27
が
参
考
に
な
る
。
し
か
し
、

メ
モ
と
い
う
意
味
で
は
、《
一
七
六
九
年
の
リ
ヴ
レ
》
の
素
描
（
25
図
）
が
、
鑑
賞
者
の
記
録
を
よ
く

伝
え
て
い
る
。

29	　

D
ID

ERO
T

 ,1995, p.252, note 420

30	　

Ｂ
・
ピ
カ
ー
ル
が
版
刻
し
た
版
画
に
つ
い
て
は
、LE BLA

N
C, M

anuel, III, no.141; 1863 
A

N
D

RESEN
, Poussin, no. 417; 1955 W

ILD
EN

ST
EIN

, Poussin,I I, no.167 ; 1962 

A
N

D
RESEN

- W
ILD

EN
ST

EIN
- D

A
V

IES- BLU
N

T
, Poussin, p.215, note 

167 

（
制
作
年
）。

栗
田
『
プ
ッ
サ
ン
と
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
』34-1. 

な
お
、
こ
の
作
品
の
複
製
版
画
は
、
三
点
だ
け
が
知
ら

れ
て
い
て
、
原
画
の
知
名
度
に
比
較
す
る
と
多
い
も
の
で
は
な
い
（BLU

N
T

, Poussin, 1966, 
no.120

）。

	

　

一
方
で
、
プ
ッ
サ
ン
作
《
蛇
の
い
る
風
景
》
は
、
現
在
、
ロ
ン
ド
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

所
蔵
の
著
名
な
絵
画
で
あ
る
（
一
六
四
八
年
制
作
、
画
布
・
油
彩
、119.5

×198.5cm

）。
こ
こ
で
は
、

や
は
り
、
こ
の
プ
ッ
サ
ン
の
原
画
に
基
づ
い
た
、
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
で
地
位
を
得
て
い
た
、
Ｅ
・
ボ
ー

デ
が
、
パ
リ
で
版
刻
し
た
複
製
版
画
を
参
照
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
研
究
で
は
、

複
製
版
画
は
こ
の
作
品
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
る
（1854 LE BLA

N
C, M

anuel, I, p.198, no.108 ; 
1863 A

N
D

RESEN
, Poussin, no.442, p.113; 1955,1957 W

ILD
EN

ST
EIN

, no.180

）

31	　

一
七
五
七
年
に
は
、『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
誌
に
、「
版
画
」Gravure

と
い
う
記

事
が
執
筆
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
時
期
に
、
フ
ォ
レ
・
モ
ン
マ
ル
ト
ル
街rue des Follés 

M
ontm

artre

の
ボ
シ
ャ
ンBeaucham

p

邸
に
あ
っ
た
プ
ッ
サ
ン
作
《
エ
ウ
ダ
ミ
ダ
ス
の
遺
書
》
が

引
用
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ド
ロ
は
、
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
も
実
際
に
目
に
し
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ

る
記
述
を
残
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　

一
方
で
、
そ
の
模
写
を
、
ド
・
マ
ル
セ
ナ
リD

E M
A

RCEN
A

RY

が
グ
ア
ッ
シ
ュ
で
制

作
し
、
そ
の
後
、
複
製
版
画
も
制
作
し
た
。
そ
れ
ら
が
、
コ
ン
テ
ィ
河
岸quai de Conti

の

筆
者
の
も
と
に
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
（«Gravure », M

ercure de France, 1757,11, p. 
156-160

）。
ま
た
、
他
に
も
、
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、
上
記
の
、
版
画
家
ぺ
ヌ
と
Ｍ
・
ド
・

ギ
の
作
例
が
あ
る(1955,W

ILD
EN

ST
EIN

, Poussin, no.107; 1994, RO
SEN

BERG,  
Poussin, no. 139

）。

32	　

V
ERD

I（R.

）,  « Poussin's Eudam
idas :  Eighteenth Century Criticism

 and Copies », 
BM

,  1971,  CX
III, N

o.822, p.513-524
33	　

PRO
U

ST

（J.

）, « L'initiation artistique de D
iderot », GBA

, 1960, 4, p.225-232 ;

一
方
で
、

SEZN
EC

（J.
）,  « Le “M

usée de D
iderot ” », GBA

, 1960, 5-6, p.345-356

も
参
考
に
な
る
。

34	　

現
代
の
プ
ッ
サ
ン
研
究
で
は
、《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い
た
ち
》
は
「
寓
意
画
」
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
で
論
じ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
「
風
景
画
」
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
で
扱
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
本
論
で
は
触
れ
な
い
が
、
デ
ィ
ド
ロ
の
風
景
画
論
は
、
初
版
が
、
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一
七
〇
八
年
の
、
ロ
ジ
ェ
・
ド
・
ピ
ル
が
執
筆
し
た
『
絵
画
論
』（1708

）、PILES

（R.de

）, 
CO

U
RS// D

E//EIN
T

U
RE//PA

R PRIN
CIPES,//Par M

r.D
E PILES, //PA

RIS,Chez 
CH

A
RLES-A

N
T

O
IN

E JO
M

BERT
S,

が
、
一
七
六
六
年
に
パ
リ
で
再
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

の
風
景
画
論
で
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
歴
史
的
風
景
画
が
規
範
と
な
っ
て
い
る
。
一
七
六
五
年
に
は
、D

E 
JA

U
CO

U
RT

が
、『
百
科
全
書
』 

の
中
で « PA

Y
SA

GIST
E » 

（D
ID

ERO
T

 et 
D

'A
LEM

BERT
, Encyclopédie, X

II, 1765, p.212

）
を
論
じ
て
い
て
、
同
作
品
に
つ
い
て
の
、

詳
細
な
作
品
記
述
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
、風
景
画
制
作
の
場
合
、プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
の
羊
飼
い
た
ち
》
が
規
範
と
な
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
常
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
デ
ィ
ド
ロ
は
、
簡

単
に
触
れ
た
だ
け
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　
　

そ
の
後
の
、
一
七
七
二
年
に
は
、
書
簡
の
中
で
、
プ
ッ
サ
ン
の
風
景
画
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
て
い

る
（A

u Conseiller François T
ronchon, 17, juillet 1772,  D

ID
ERO

T
, 1955-70, X

II, 
1965, p.88-91

）。

35	　

PRO
U

ST

（1960

）
は
、
こ
の
時
代
の
絵
画
史
の
教
科
書
と
も
い
え
た
、FELIBIEN

, 
Entretiens 

（1750

）
を
デ
ィ
ド
ロ
が
読
ん
で
い
た
と
指
摘
し
て
い
る 

（p.230, 

ち
な
み
に
、

PRO
U

ST

は
、Jean-François

と
表
記
し
て
い
る
が
、 A

ndré
の
間
違
い
だ
と
思
わ
れ
る
）。
論
者

は
、
一
六
八
五
年
の
版
（S,M

arbre-Cram
oisy, IV

,p.329,
復
刻
版M

inkoff

）
で
確
認
し
た
が
、

Et in A
rcadia ego 

と
い
う
綴
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
、
デ
ィ
ド
ロ
が
う
ろ
覚
え
で
あ
っ
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

ち
な
み
に
、
デ
ィ
ド
ロ
が
強
い
影
響
を
被
る
こ
と
と
な
る
、D

E H
A

GED
O

RN

（C.L.

）, 
REFEX

IO
N

 SU
R LA

 PEIN
T

U
RE

,

（1775,LEIPZIG, CH
EZ G.FRIT

CH
）
の
仏
訳
の
刊

行
は
、
八
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
プ
ッ
サ
ン
の
《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
羊
飼
い
た
ち
》
を
念

頭
に
お
い
た
風
景
画
論
が
認
め
ら
れ
る
（I,p.343

）。

註
２
へ
の
補
遺

	

　

脱
稿
後
、
デ
ィ
ド
ロ
が
見
た
、
プ
ッ
サ
ン
の
作
品
に
つ
い
て
重
要
な
次
の
論
考
を
、
確
認
し
た
。

	
1990 BU

K
D

A
H

L

（E. M
.

）, « D
iderot 's Coception of Classical A

rt and Its T
heoretical 

Foundation », The French A
cadem

y : Classicism
 and Its A

ntagonists,　

 H
A

RGRO
V

E

（J.

）（ed.

）, U
niversity of D

elaw
are Press ; A

ssociated U
niversity Presses, p. 91-115
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図１　N・プッサン《アハシュエロス王の前のエステル》
1655 年頃
画布・油彩
119 × 155 cm
サンクト・ペテルブルク
エルミタージュ美術館
T193

図３　J・ペヌ（1623-1700）版刻
《アハシュエロス王の前のエステル》

原画　N・プッサン
エングレーヴィング
紙
52 × 70.5 cm
記銘 : 画面下 Cum Assureus Rex[…]J.pesne Sculp
タイラース美術館蔵 KG11011

図２　F・ド・ポアイ（1623-1693）版刻
　　　《アシュエロス王の前のエステル》
原画 N・プッサン
1680 年
エングレーヴィング・エッチング
ケント大学

図４　J・レストゥ《アハシュエロス王の前のエステル》
1763 年のサロン
画布・油彩
254 × 210 cm
ルーヴル美術館、inv. 8552

図版
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図５　E・ボーデ（1643-1716）《蛇のいる風景》
原画・Ｎ・プッサン（1648 年）
1701 年
エッチング・エングレーヴィング
57.4 × 75.5 cm
ジュネーヴ、美術歴史博物館、版画室

図６b　同前（部分）

図６a　N・プッサン《アルカディアの羊飼いたち》
1638-39 年頃
画布・油彩
85 × 121 cm
ルーヴル美術館 INV 7300

図７　B・ピカール（1673-1733）版刻
《アルカディアの羊飼いたち》

1694 年
原画 N・プッサン
BnF 版画室 ED-56（A）-FOL
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